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農業委員会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈４〉

農業委員会では、農地利用の最適化を図るため、遊休農地の発生防止や解消のための活
動を行い、農地保全に努めています。

主な内容

●就任のごあいさつ　……………………………………………………………………　２

●農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介　……………………………………３～４
　　
●農地パトロールの実施　………………………………………………………………　4
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編
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後
記

　

今
年
も
７
月
以
降
高
温
が
続
い

た
が
、
大
き
な
災
害
も
な
く
伊
達

市
農
業
の
基
幹
品
で
あ
る
モ
モ
・

夏
秋
き
ゅ
う
り
は
、
全
国
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
生
産
高
を
あ
げ
、
米
に

つ
い
て
は
生
産
費
を
上
回
る
概
算

金
が
支
払
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
私
た
ち

農
業
委
員
会
は
、
農
業
就
農
者
人

口
が
大
幅
に
減
る
で
あ
ろ
う
10
年

先
を
見
据
え
た
上
で
、
農
業
の
持

続
発
展
に
努
め
、
農
地
の
適
正
管

理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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達
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夫
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川
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廣
（
保
原
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島　

市　

蔵
（
霊
山
）

寺　

島　
　

武　
　
（
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）

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で
は
、
市

内
の
す
べ
て
の
農
地
の
利
用
状
況
を
確
認
す

る
た
め
、
毎
年
、
荒
廃
の
程
度
が
判
別
し
や

す
い
時
期
に
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
各
地
域
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

違
反
転
用
の
早
期
発
見
な
ど
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

（
農
地
所
有
者
の
方
へ
の
お
願
い
）

　
　

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る
遊
休
農
地
は
、病

　
害
虫
の
発
生
等
に
よ
り
、
周
囲
の
農
地
ば

　

か
り
か
、
市
民
生
活
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ

　

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
耕
作
や
草
刈
り
等

　

適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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保原地区担当

井　上　林　一
保原地区担当

佐　瀨　之　人
保原地区担当

目　黒　直　人
保原地区担当

高　橋　純　一

保原地区担当

野　田　源　吉
霊山地区担当

八　島　市　蔵
霊山地区担当

大　橋　亮　治
霊山地区担当

渡　邉　みき子
月舘地区担当

髙　橋　敏　明

保原地区担当

後　藤　喜美枝
保原地区担当

阿　部　良　夫

月舘地区担当

齋　藤　勇　二

梁川地区担当

菊　池　和　彦
梁川地区担当

遠　藤　嘉　男
梁川地区担当

小賀坂　伸　夫
梁川地区担当

三　浦　秀　勝
梁川地区担当

八　巻　　　博
梁川地区担当

鈴　木　正　美

◆ 第３期　農地利用最適化推進委員 ◆（任期：令和６年 7 月 9 日～令和９年 6 月30日）
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